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【回覧】

真野中学校10月号（502号）
真 野 中 だ よ り
＜校訓＞ 立志力行 協力親和

令和５年１１月１日発行

教育目標 豊かな人間を目指し たくましく生きる生徒の育成
３つの心 感謝する心 素直な心 努力する心

おもてなしの心

校長 中川 久雄

ひと雨ごとに秋の深まりを感じる季節となりました。山の木々も競い合うかのように、美
しく紅葉していきます。
さて、先日、新聞を読んでいたら、以下の記事（新潟日報・Ｒ５．１０．１６の記事の抜

粋、下線部は校長が引いたもの）が目に留まりました。

県内観光来訪９６．３％満足
～ 佐渡 佐和田・真野トップ ～

２０２２年に県内の観光地や温泉地で宿泊した約１５０００人の観光客に対し、県が
満足度を聞いた調査結果が１５日までにまとまり、７段階評価（「大変満足」～「大変
不満」）のうち満足（「大変満足」「満足」「やや満足」の合計）と答えた人は、前年比０．
７ポイント増の９６．３％で過去最高となった。「大変満足」の割合も４３．５％で過
去最高だった。満足度が最も高かったのは佐渡市の佐和田・真野地域だった。
調査は２００９年から行っており１１回目。佐和田・真野地域が１位になるのは第１

回調査以来だった。
項目別で満足と回答した人の割合は、県全体で「宿泊施設」が９５．４％、「食事」

が９２．６％、「温泉街や周辺の景観・雰囲気」が８９．５％で高い水準だった。一方
で「観光パンフレットなどの充実度」は７６．３％、「地域のおもてなし（宿泊施設以
外）」は７５．９％にとどまった。
県観光企画課長は「満足度が過去最高となったのは関係者が創意工夫を凝らした結果

だ。佐和田・真野地域は食事や地域のおもてなしの満足度がともに１位で、他の項目も
満足度が高かった」と述べた。

私は、この記事を読んだとき、かつて真野中学校の校長先生から「真野中は、おもてなし
の心を育てることに力を入れています。」という話を聞いたことを思い出しました。
【おもてなし】には二つの意味があり、一つは「もてなす」という言葉の丁寧語で、相手

を思いやる気持ちをもって心のこもった対応をするという意味です。二つ目は、「表裏無し」
という言葉が由来となった、損得に関係なく真心をもって相手に接するという意味です。一
般的に使われる【おもてなし】とは、この二つの意味を組み合わせたものと考えられていま
す。つまり、【おもてなし】とは、相手を尊重し、その人の立場に立って心から喜んでもら
えるようにすること、と言えます。
１０月２１日（土）に実施された文化祭では、上の新聞記事を裏付けるかのように、様々

な場面で【おもてなし】の心を感じ取ることができました。
総合郷土で茶道を選択した生徒たちは、はにかみながらも、所作という【おもてなし】を通
して、家族に対する感謝の気持ちを表していました。家族の方の穏やかな笑顔も、印象的で
した。合唱や総合郷土の発表では、これまでの練習の成果と純粋により良いものを見せたい、
来場者の方に喜んでもらいたいという気持ちが伝わってきました。
また、ＰＴＡ環境整備部の皆様からは、食品バザーで文化祭を盛り上げたい、生徒たちに楽
しんでもらいたいという熱い思いと温かな心遣いが感じられました。そして、今年度は、学
校運営協議会や地域学校協働本部の方々を中心に、一品バザーを実施していただきました。
これも、真野地区の住民として真野中の文化祭を盛り上げたい、生徒・保護者・地域住民が
一緒になって楽しめる場を提供したい、そして地域を活性化したいという強い情熱と気遣い
・心配りが基になっていると思います。
【おもてなし】の心。日本の古き良きこの文化が根付く真野地区で、生徒たちが自然とさ

りげなく【おもてなし】ができる人間に育つよう、我々教職員一同、引き続き力を入れてま
いります。保護者・地域の皆様におかれましても、“県内一のおもてなし地域”として、そ
の意義やノウハウ等を生徒たちや学校にご教示くださいますよう、お願いいたします。
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１０月２１日(土)に、令和５年度の文化祭が開催されました。

「百歌繚乱（ひゃっかりょうらん）」のスローガンのもと、合唱発

表会や総合郷土発表会でのステージ発表、総合郷土の書道や茶道等

の作品やお点前、学級展示による学習成果の作品等を保護者の皆様に披露しました。

【合唱発表会】今年度は４年ぶりに制
限なしでの全校合唱を行うことができ
ました。練習を積み上げて、本番では
美しいハーモニーを披露してくれたと
思います。
【作品展示】 美術、技術家庭科の力
作に加え、総合郷土で学んだ作品が展
示されました。時間をかけて制作した
作品が並び、工夫を凝らした展示も楽
しめました。

【総合郷土発表】 真野中学校では、「狂言」「文弥人形」「佐渡おけさ」「和太鼓」「ズンバ」「リ
コーダー」「書道」「茶道」の８講座の伝統芸能を地域の講師の方々から学んでいます。文化祭当
日は、これまでの学習の成果を堂々と発表しました。

また、PTAの役員の皆様、地域学校協働本部の皆様から、楽しくおいしい昼食の食品バザーや一
品バザーを実施していただきました。お楽しみくじの準備や竹灯籠の作成など、真野中学校の文
化祭を盛り上げていただきました。大変ありがとうございました。

『文化祭を終えて』 実行委員長 笠井 惟鶴

今年は、「百歌繚乱」のスローガンのもと、文化祭が開催されまし

た。午前中に行われた合唱発表会では、今年から久しぶりのマスクな

しでの発表でした。各学年でいい表情をしながらすばらしい歌声を披

露していました。全校合唱でも全校生徒一人一人が団結していい発表

ができました。午後からは、総合郷土発表会でした。ステージ発表は、

狂言、佐渡おけさ、ズンバ、和太鼓、リコーダーとどれも１学期から練習してきた成果が存分に

発揮できたすばらしい発表でした。作品展示では、家庭科、技術、美術、書道などの作品があり、

どれも努力が形になった魅力的な作品でした。今年の文化祭は全校生徒全員が協力し合って観て

いる人達を感動させることができた最高の文化祭でした。最後に、文化祭に携わってくれた先生

方、保護者、PTAの皆様、本当にありがとうございました。
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『文化祭閉会のあいさつ』
生徒会長 本間 龍之介

みなさん今日の文化祭はどうでしたか。合唱や総合郷土では、
今までの練習の成果を発揮することとができましたか。私はどの
学年の合唱も全校合唱も総合郷土もとても見応えがあり感動する
ものになったと思います。私は全校合唱の指揮をやりましたが、
今までの努力が表れて、これまで歌った合唱のなによりもみんな
の思いや熱意が伝わったと思います。素晴らしい合唱ができて嬉
しかったです。作品でも一人一人のものから個性が表れていて、
とても観ていて楽しかったです。総合郷土では、私はズンバをメ
ンバーのみんなと楽しく踊れてよかったです。最高の文化祭にな
りました。最後になりますが、保護者のみなさま最後まで御覧いただきありがとうございました。

１０月２５日～２６日の２

日間、２年生の職場体験が行

われました。事前学習のマナ

ー講座や生き方トークを踏まえての体験活動になります。

今年度も事業所からいただいたミッション（学習課題）の解決に向け

て、仲間と協力して取り組むことができました。各体験場所では、普段

とは違う緊張した表情が見られ、真剣そのものでした。今回のこの経験

を、これからの進路学習に生かしてほしいと思います。職場体験活動の

発表会は、１２月１９日（火）に体験先の事業所の方々をお招きして行われる予定です。保護者の方もぜひ

来校していただき、子どもたちの頑張りを見ていただきたいと思います。

１０月１２日(木)、地域の方々と一緒に行う「防
災学習」が行われました。真野中学校は指定避難所
に指定されています。万が一の時には、多くの被災

者が集まって来ます。そんな時に、中学生ができることは何かを考えながら、防災
学習・訓練を実施しました。市の防災管財課から防災グッズ
をお借りし、社会福祉協議会からも協力いただきながら、避
難所の開設や避難者の誘導を体験し、身近な地域で起きる災
害への対応に理解を深めました。当日は、民生児童委員、ジ
オパーク推進室、防災課、社会福祉協議会、真野行政サービ
スセンターの方々の協力を得て、地域の方々、生徒を含め１
３０人が参加しての学習となりました。生徒の感想からは、
「自分から動いて、困っている人を助けたい｣｢避難者が安心
できるように笑顔で接したい｣｢災害に対する心構えの大切さ
が分かった」「いざというとき、行動できるようにしたい」「避
難される方へ優しく声をかけるなどして気を配りたい」「災
害が起きたときなど、避難所設営の手伝いを率先してやりたい」などの意見がありました。
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下越地区駅伝大会の結果
１０月４日（水）に下越地区駅伝大会が、新発田市五十公野競技場

を中心とした特設コースで行われました。夏の暑い時期から積み重ね
てきた練習の成果を十分に発揮してくれました。男子、女子共に、県
大会出場権を獲得しました。県大会は１１月２日（木）小千谷市白山
運動公園陸上競技場周辺特設コースで行われます。練習を継続してさ
らに高みを目指してほしいと思います。

男子チーム 第７位 1時間1分05秒
区間 １区 渡邊 友葵 ９位 ２区 本間琳太郎 ２位

３区 柴原 璃空 ９位 ４区 笠井 惟鶴 ７位

５区 銀水 絢一 ６位 ６区 臼木 想 １３位

女子チーム 第６位 54分38秒
区間 １区 中川 優愛 １０位 ２区 川原 莉音 １１位

３区 伊藤 椿 ３位 ４区 赤塚 結月 ６位

５区 髙野 樹里 ５位

これからの予定

１１月の予定 １２月の予定

１日(水) 県駅伝大会出発 ﾒﾃﾞｲｱｺﾝﾄﾛｰﾙｳｨｰｸ７日まで １日(金) 選挙結果発表
２日(木) 県駅伝大会 ５日(火) 生徒朝会（認証式）諸校費引落日
３日(金) 文化の日 卓球下越大会 11日(月) 心の健康チェック 冬休み指導
４日(土) バレー新人戦 12日(火) 期末保護者会①
５日(日) 13日(水) 〃 ②
６日(月) 14日(木) 〃 ③ 小読み聞かせ
７日(火) 市中学校音楽発表会(全校生徒参加) 18日(月) 専門委員会⑩
８日(水) テスト前部活動停止１５日まで フッ化物洗口 19日(火) 生徒朝会 職場体験発表会(２年)
９日(木) オープンスクール（道徳授業参観・文弥人形発表会・小中PTA対象SNS講演会） 20日(水) 生徒会クリスマス集会･球技大会
10日(金) 小中合同あいさつ運動 22日(金) 終業式
11日(土) 25日(月) 冬休み（～1月８日）
12日(日) 部活動17:20終了 17:30完全下校

13日(月) 心の健康チェック
14日(火) １月の予定
15日(水) 期末テスト① フッ化物洗口 8日(月) 成人の日
16日(木) 期末テスト② １学年PTA行事（5，6限） 9日(火) 始業式
17日(金) 13日(土) テニスインドア大会
18日(土) 14日(日) バレー佐渡市１年生大会
19日(日) 文弥人形出演 22日(月) 諸校費引落日
20日(月) 学校支援訪問(５限授業） 部活動なし 諸校費引落日 24日(水) ３年三者面談①
２１日（火） 全校朝会 25日(木) ３年三者面談② 標準学力検査①
２２日（水） 第２回学校運営協議会 フッ化物洗口 26日(金) 入学説明会 標準学力検査②
２３日（木） 勤労感謝の日 27日28日 バスケ新人大会①②
２４日（金） 29日（月） 専門委員会⑪
２５日（土） テニス両津インドア大会（女子） 30日(火） 生徒朝会⑩ メディアコントロールウィーク(～2/5)
２６日（日） テニス両津インドア大会（男子） 31日(水) 拡大評議 フッ化物洗口
２７日（月） 進路説明会(３年)
２８日（火） 生徒朝会 職業講話（３年）
２９日（水） 拡大評議 フッ化物洗口
３０日（木） 生徒会立会演説会・投開票

部活動 17:20 終了 17:30 完全退校


